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OCSとは
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OCS提供の背景（１）

オンプレミス

クラウドA

クラウドB

JupyterHubを用いて
Python演習環境を
立ち上げたい
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OCS提供の背景（２）

オンプレミス

クラウドA

クラウドB

高速、だけど
単価も高い ..

単価は安い、が
CPUが旧世代 ..

サーバの空きが余
りない ..

どの環境を選ぶべき
か？
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JupyterHubを用いて
Python演習環境を
立ち上げたい



OCS提供の背景（３）

オンプレミス

クラウドA

クラウドB

高速、だけど
単価も高い ..

単価は安い、が
CPUが旧世代 ..

サーバの空きが余
りない ..

オンプレミス API

クラウドA API

クラウドB API

構築方法もバラバラ
↓

一度構築すると、容易
に移動できない！
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JupyterHubを用いて
Python演習環境を
立ち上げたい



OCSの特徴（１）

オンプレミス クラウドA クラウドB

仮想プライベートネットワーク

コントローラ

オンプレミス API

クラウドA API

クラウドB API

仮想 API

仮想APIのみで全ての資源の操作が可能！

アプリ利用者
VC利用者

構築を依頼
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JupyterHubを用いて
Python演習環境を
立ち上げたい



OCSの特徴（１）

オンプレミス クラウドA クラウドB

仮想プライベートネットワーク

コントローラ

オンプレミス API

クラウドA API

クラウドB API

仮想 API

アプリ利用者
VC利用者

構築を依頼
オンプレミスに

JupyterHub環境構築！
（20 user）
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JupyterHubを用いて
Python演習環境を
立ち上げたい

~20 user



OCSの特徴（２）

オンプレミス クラウドA クラウドB

コントローラ

オンプレミス API

クラウドA API

クラウドB API

仮想 API

インスタンスの追加も仮想APIからの操作で
クラウド・オンプレ環境を跨いて可能！

仮想プライベートネットワーク

Python演習環境のユー
ザ数を100に増やしたい

アプリ利用者
VC利用者

インスタンス
追加を依頼
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~20 user



OCSの特徴（２）

オンプレミス クラウドA クラウドB

コントローラ

オンプレミス API

クラウドA API

クラウドB API

仮想 API

インスタンスが足ら
なくなったのでクラ
ウドAから補填

仮想プライベートネットワーク

アプリ利用者
VC利用者

クラウドAのインスタンスを
追加してJupyterHubを運用！
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~20 user

インスタンス
追加を依頼

Python演習環境のユー
ザ数を100に増やしたい

~80 user



OCSの特徴（３）

オンプレミス クラウドA クラウドB

仮想ネットワーク

コントローラ

オンプレミス API

クラウドA API

クラウドB API

仮想 API

仮想APIはJupyter Notebookを介してアクセ
スするため、構築作業の再現性が高い！
他者が作ったJupyter Notebook（テンプ
レート）も流用可能。

Jupyter Notebookの記述例
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OCSの特徴（３）

オンプレミス クラウドA クラウドB

仮想ネットワーク

コントローラ

オンプレミス API

クラウドA API

クラウドB API

仮想 API

仮想APIはJupyter Notebookを介してアクセ
スするため、構築作業の再現性が高い！
他者が作ったJupyter Notebook（テンプ
レート）も流用可能。

Jupyter Notebookの記述例

VC利用者となる敷居は低いです！
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OCSの特徴（まとめ）

 テンプレートを用いて、オンプレミスやクラウド(IaaS)上にアプリケーション実
行環境を構築するサービス
 仮想プライベートネットワーク（VPN）内に利用する資源を囲い込み、仮想コントローラ

（VCコントローラ）から操作することで、全ての資源を統一的に利用できる。

 VCコントローラの操作は、可読性が高いテンプレート（JupyterNotebook）からの操作
が可能。
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NII Datacenter

Virtual 
Segment

VC 
コントローラ

SINET VPNon-premise

Cloud A

University or
Research Institute

Public/Academic
Cloud

テンプ
レート

Cloud B

Cloud C



OCSの特徴（テンプレート）
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図表を組み合わせた説明を挿入できる

スクリプトを組み込むことができ、ここから
実行できる。実行結果を残すことも出来る。

他者が作ったテンプレートの流用も可能



利用例（Pythonプログラミング教育）

 CoursewareHubとは
 NIIで開発を進めている講義・演習システム

 JupyterHub + 講義のためのモジュール群

OCS用テンプレートは以下から公開
 https://github.com/nii-gakunin-cloud/ocs-

templates/tree/master/CoursewareHub

 OCS+CoursewareHubの特徴
 授業内容に応じて計算資源の増減が容易

20人の授業： 2 VMで環境を構築

100人の授業： 10 VMで環境を構築

 特定クラウドにロックインされない

 オンプレとクラウドを跨った環境を作れる
例、オンプレ資源が枯渇したときのみクラウドを利用
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CoursewareHubでのデータ集約・配信
（2021年度 NII情報処理技術セミナー

（クラウド編）より引用）



OCSを支えるVCPの仕組み
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管理ソフトウエアの概要（１）

 Virtual Cloud Provider (VCP)
 本機能の中心ソフトウェア

 プロバイダI/Fを抽象化したREST API
 VCPの利用を容易にするPythonライ
ブラリ VCP SDK

 Jupyter Notebook(+NII拡張)
からVCP SDKを利用して操作

Jupyter Notebook

VCP SDK (Python)

VCP REST API

Terraform

..

VCコントローラ

各クラウドへ

NII 2023 2023.5.30オープンフォーラム （ ） Copyright 2023 National Institute of Informatics16

(VC利用者)



VCP SDK (Python)

管理ソフトウエアの概要（２）

 VCP SDK
 各クラウドの固有設定をSDK内に隠蔽す

ることで、Jupyter Notebookを変更する
ことなくクラウド間での使い回しを実現

Jupyter Notebook

VCP REST API

Terraform

..

VCコントローラ

各クラウドへ

各クラウド固有設定

VCP SDKの中で各クラウドのmediumを定義
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計算インスタンス（VCノード）

 Docker in Docker 構成

 ベースコンテナ

死活監視やメトリクス収集などシステムの基本機能

 アプリケーションコンテナ

アプリケーションと関連ソフトウェアをベースコンテナ上に起動

Dockerのエコシステムが利用可能

Hardware / VM

OS (kernel)

Container

app
bins/libs

Container

VCP Base Container

app
bins/libsユーザのアプリケーションコンテナ

VCP のベースコンテナ
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モニタリング機能

 ベースコンテナ、アプリコンテナのモニタリング情報を提供

 アプリケーションの収容設計を支援

VCノード（ベースコンテナ）毎の情報 アプリコンテナ毎の情報
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OCSを利用したアプリケーション配備例

 オンプレ・複数の実クラウドを跨ってのアプリケーション配備が可能！

Real Cloud 
Provider A

Real Cloud 
Provider B

Real Cloud 
Provider C

Academic Hi-Speed Backbone Network, SINET (L2VPN)

On-premise 
Provider

Virtual
Cloud Provider
(overlay cloud)

Application-1

VM, BM, 
or Server VM or BM VM or BM VM or BM

Application-2

VM or BM VM or BM
w/ GPU

Application-3

VM or BM

Hardware / VM
OS (kernel)

Container

app
bins/libs

Container

VCP Base Container

app
bins/libs

VCコントローラ

Jupyter
Notebook
VCP SDK 
(Python)

テンプ
レート
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OCSを利用したアプリケーション配備例

 オンプレ・複数の実クラウドを跨ってのアプリケーション配備が可能！

Real Cloud 
Provider A

Real Cloud 
Provider B

Real Cloud 
Provider C

Academic Hi-Speed Backbone Network, SINET (L2VPN)

On-premise 
Provider

Virtual
Cloud Provider
(overlay cloud)

Application-1

VM, BM, 
or Server VM or BM VM or BM VM or BM

Application-2

VM or BM VM or BM
w/ GPU

Application-3

VM or BM

Hardware / VM
OS (kernel)

Container

app
bins/libs

Container

VCP Base Container

app
bins/libs

VCコントローラ

Jupyter
Notebook
VCP SDK 
(Python)

テンプ
レート
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VMWare
（オンプレ） AWS mdx さくら … Azure、北大クラウド、Oracle



OCSの提供形態
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サービス版とポータブル版

サービス版

ポータブル版

長所：
NII側でVCP運用・保守
仮想ルータが利用可能

短所：
NIIへのVCP構築申請
が必要

長所：
VCP構築申請が不要と
なり、すぐに利用可

短所：
利用機関側でVCP構築・
運用・保守

VCコント
ローラ

利用機関

利用機関

NII

NII

VCコント
ローラ
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ポータブル版の構成方法
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VCコント
ローラ

VCコント
ローラ

VCコント
ローラ

VCコントローラ：利用機関
JupyterNotebook：利用機関
（クライアント）

VCコントローラ：クラウド
JupyterNotebook：利用機関
（クライアント）

VCコントローラ：クラウド
JupyterNotebook：クラウド
（クライアント）



 初期導入支援（サービス版）
 利用機関とクラウドを安全に連携させるための、ネットワーク設定についての技術的

相談
含、クラウド設定用スクリプトの提供、画面共有による設定支援

 オンデマンド構築機能
 統一した利用方法で異なるクラウドの計算資源の確保、アプリケーションのインストー

ル、及び監視を可能にするソフトウエアを提供

 情報共有
 ドキュメント、運用情報、個々の公開テンプレートに対する質疑応答等の情報共有

 リポジトリ（ポータブル版の提供、著名アプリの構築テンプレート・コンテナ、ハンズオ
ンセミナーの教材）

サービス構成

NII 2023 2023.5.30オープンフォーラム （ ） 25 Copyright 2023 National Institute of Informatics



利用について
 サポートプロバイダ
 商用クラウドプロバイダ

 Amazon Web Services、Microsoft Azure、さくらのクラウド、Oracle Cloud Infrastructure
 学術クラウドプロバイダ

北海道大学ハイパフォーマンスインタークラウド サーバサービス、mdx
 オンプレミスプロバイダ

 VMware vSphere

 利用対象
 大学・研究機関などの研究室、学部、機関全体などの組織

教職員個人では申込めません。研究室や所属課等でお申し込みください

 利用料金
 本サービスは無償です
 クラウドプロバイダなどの有料サービスは利用者負担です

 お試し環境
 ハンズオンの実習参加者向けに１ヵ月間試用できる環境を準備しています
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公開テンプレートと今後の予定
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Jupyter Notebook 公開テンプレート
 LMSテンプレート (VCP SDK v20.04以降対応 (AWS、Azureで動作確認

済み))
 Moodleを用いた学習管理システムの構築テンプレート。パスワード認証、Shibboleth

認証を利用したMoodleの構築とアップデート手順

 LMSテンプレート簡易構成版 (VCP SDK v20.04以降対応 (AWS、Azure
で動作確認済み))
 上記LMSテンプレートより機能を絞ったシンプルな構成のMoodle環境の構築テンプ

レート。認証は手動設定アカウントかLDAP連携を用いた短期的な利用を想定。
Shibboleth等のSSO連携や長期利用はカスタマイズが必要。また、VCPを利用せず
にAWSまたはAzureに直接LMS環境を構築する手順も公開

 新規リリース情報
デフォルトのコンテナイメージをMoodle 4.1(LTS)に変更

Shibboleth認証に対応
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Jupyter Notebook 公開テンプレート（続）
 HPCテンプレート v1 (VCP SDK v20.04以降対応 (AWS、Azureで動作確

認済み))
 OpenHPC v1.xで配布されているパッケージを利用して、クラウド上にHPC環境を構

築するテンプレート。Slurmを利用したジョブスケジューラやSingularityコンテナ利用
環境の設定と、構築したHPC環境で動作可能なベンチマークプログラムも提供

 HPCテンプレート v2 (VCP SDK v21.04対応 (AWS、Azure、Oracle 
Cloud、mdx で動作確認済み))
 OpenHPC v2.xで配布されているパッケージを利用して、クラウド上にHPC環境を構

築するテンプレート。v1 の機能に加え、GPUノードの利用とNVIDIA社のNGCカタロ
グのコンテナの実行が可能

 新規リリース情報
計算ノードのスケールアウト／イン対応 （mdxのみ動作確認済）
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Jupyter Notebook 公開テンプレート（続）

 講義演習環境テンプレート (VCP SDK v21.04以降対応 (AWS、Azure、mdxで
動作確認済み))
 Jupyter Notebookを用いた講義演習環境の構築。基盤ソフトウェアには、JupyterHubを講義

演習用に NII が拡張したCoursewareHubを使用。教材配布、課題の回答収集、操作履歴の
収集等の機能を拡張

 新規リリース情報
タイマーによるワーカーノード（学生コンテナ用計算機）の縮退運用に対応

 授業がないときは、不要なワーカーノードの電源オフが可能

 計算資源補完テンプレート (VCP SDK v20.04以降対応 (AWS、Azureで動作確
認済み))
 オンプレミスのバッチ型計算機システムの計算ノード不足時に、クラウド上に同じソフトウェア

構成を持つ計算ノードを自動的に立ち上げ、バッチシステムに組み込むクラウドバースト機能
を提供。Torque等クラウドに対応していないバッチシステムでも、簡単なプラグインを作成する
ことでクラウドバーストが可能。なお、本テンプレートはipynb形式ではなく、Pythonならびに
bashスクリプトで記述されている
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Jupyter Notebook 公開テンプレート（続）

 手書き文字認識システム構築テンプレート (VCP SDK v21.04以降対応
(AWS、Azureで動作確認済み)) NEW
 Open HPC v2テンプレートをベースにGPU ベースの学習システム（Tensorflowを使

用）の構築とCPUベースの認識システム（独自仕様）の構築を行い、フロントエンドとし
てJupyterNotebook上に手書き数字認識システムを動作させる

 軽量Python実習環境構築テンプレート (VCP SDK v20.04以降対応 (AWS、
Azure、mdxで動作確認済み)) NEW
 Pythonによるプログラムの共同開発や講義演習などを行うのに適したJupyterHubの

中で小規模グループ用である「The Littlest JupyterHub」の環境構築をおこなう

URL: https://github.com/nii-gakunin-cloud/ocs-templates/
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今年度のハンズオンスケジュール（計画）

 2023年６月頃
 NIIオープンフォーラム関連イベントとして開催

 2023年９月頃
 北海道大学CloudWeek内での開催を検討中

 2023年１２月頃
 NII単独開催

 2024年３月頃
 大学等におけるクラウドサービス利用シンポジウム2024で開催を検討中
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公開情報

 Webページ (利用詳細はこちらへ)
 https://cloud.gakunin.jp/ocs/

 公開テンプレート
 https://github.com/nii-gakunin-cloud/ocs-templates/

 チュートリアル (過去のハンズオン教材)
 https://github.com/nii-gakunin-cloud/handson/
 https://nii-gakunin-cloud.github.io/handson/ （自習用、一部教材のみ）

 ポータブル版のGitHub URL
 https://github.com/nii-gakunin-cloud/ocs-vcp-portable

 拡張ライブラリ（mdx REST APIを操作するライブラリ）のGitHub URL
 https://github.com/nii-gakunin-cloud/mdx-rest-client-python
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https://github.com/nii-gakunin-cloud/ocs-vcp-portable


よろしければ、OCSユーザ登録をお願い致します！
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 ご登録頂ければ、OCSに関する各種情報
（OCSハンズオンセミナー、ユーザーズ

ミーティング、など）をお送りさせていただき
ます！

 OCSの利用を検討中の状態でも登録頂け
ます！

https://reg.nii.ac.jp/m/ocs_user_registration 



各種お問い合わせは、
NIIクラウド支援室 cld-office-
support@nii.ac.jp
までお願いいたします！
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